
Ⅲ検出した遺構と遺物

２．Ｆ．Ｇ区

（１）検出した遺構と遺物（第53～113図）

Ｆ区．Ｇ区で検出された遺構は、縄文時代の堅穴住居社（SＨ２～７）が６軒、土拡（ＳＤ５～27）が

23基、奈良～平安時代の生産社（炭窯５基、須恵窯１基、鉄製社１基）土拡（ＳＤ４）が１基である。

本区は、Ｅ区より東方にカーブして南東に湾入する小谷地を跨いで再び台地平坦部にもどる地区で、

Ｆ区は小谷地区が占め、Ｇ区が台地の平坦部に位置する。Ｆ区では生産杜群と堅穴住居祉群が集中し、

Ｇ区では堅穴住居社を環状に廻る土肱群が検出された。尚、生産吐群は別項で扱う。

SＨ２（第53図）

本住居社はＦ区Ｓ１１Ｇの北方に検出された。平面形は

北辺と西辺部の一部が残存するが、南辺と東辺は斜面に吸

収される為､明確を欠く。残存部で北辺が４ｍほど､西辺部

が2.5ｍほどを測る。床面は軟弱のロームで、サブトレンチ

の結果でも明確な面は把握できない状況であった｡しかし、

埋甕炉の検出により、おおよそのレベルを推測することが

出来た。炉社、柱穴等は検出されない。埋甕炉は北、西辺

よりほぼ1.5ｍを測る位置に正位に埋設したものである。

遺物出土状況は、埋甕炉を中心として南東部方向に多く

出土し、北方部を除いて他方向は散在的な出土である。

× 

A’ 

ＳＨ２出土遺物（第56,57図１～14）

１．胴部下半より－部が僅かに突出するが比較的直線的に

開き、やや外反する口縁部へ移行する平口縁の深鉢であ

る。埋甕炉として正位に出土。平行沈線文をやや喰い違

いにして横位に間隔をもって並走させ、貝殻腹縁によ

る波状貝殻文を平行沈線上に施す。浮島11に比定されよ

う。

２．胴部より直線的にやや外反して伸びる円筒形の器形を

呈し、口縁部を僅かに外反させる。口唇部にはＶ字形の

刻み目を施し、波状気味とする。口唇部下には横位に並

走するＤ字形の刺突文を連続させる。刺突文帯下は無文

が底部まで及び、縦位、斜位の篦削り痕を残す。興津式

に比定されよう。床面に散在して出土。

3.底部より直立気味に内湾する胴部下半より外反して開く

Ａ l6300-AL 

第５３図ＳＨ２平面図
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第５４図ＳＨ２出土遺物(1)
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Ⅲ検出した遺構と遺物
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第５７図ＳＨ２出土遺物(2)

胴部へ移行する。斜位に沈線文を集合させ貼付文を施す。２と同様の出土。

４．外反する平口縁のロ縁部片と直線的に斜方向に伸びる胴部片である。放射肋の無いハマグリ等の二

枚貝による波状貝殻文を胴部に施す。覆土中の出土である。浮島Ⅱ式に比定されよう。

５．直線的に外反する胴部下半、内湾気味に外反する胴部中位、直立気味に外反する□縁部片で、同一

個体と考えられる。口唇部に刻み目を施し、アナグラ属の貝殻で密な波状貝殻文を施す。浮島ⅡI式に
比定されよう。

６．７は結節浮線文を施す□縁部片で、６は直線的に外反して開く大型の波状口縁部片で、波形に沿い

三本一組の結節浮線文を並走させ下方に渦巻状気味に結節浮線文を貼付する。７は外反して開く口縁

部片で外面口唇部端に結節浮線文を貼付し、それに接して木の葉文様を貼付する。

８．直立気味の胴部片で、ＲＬとＬＲを交互して羽状気味に地文を施す。比較的薄手で砂粒を多く含む。

９．８と同一個体で!あろう。<の字状に屈曲する口縁部を呈し、胴部は口縁部径より張り出して内湾す
る。

10～12は打製石斧で、１０，１２，１３は擢形、１１は短冊形気味である。
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第５８図ＳＨ３、４平面図

13は蛤刃の磨製石斧である。１０～13は覆土中の出土である。

SＨ３，４（第58図）

本住居社はＦ区12Ｒ、１３Ｒ、１2S、１３ｓＧに跨がり検出された。ＳＨ３は北西辺が斜面に吸収され、

明確を欠くが平面形は直径5.05ｍ前後の円形を呈し、掘り込みはやや緩慢で15cmほどの壁高を東壁で測

る。床面はやや軟弱ではあるが平坦な面を残す。ピット状掘り込みはＰ－２，４～６の四ケ所に検出され

たが､何れも５～15cmと浅い掘り込みであった｡土拡状掘り込みＰ－３，７は南北辺の中央付近に位置し、

相対気味の位置関係にある。Ｐ－３は北壁沿いに歪んだ方形気味のプランを呈し、北壁で60cmほどの壁高

を測る。Ｐ－７は南壁沿いに楕円形に掘り込まれ、床面より20cmほどの深さを測る。
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Ⅲ検出した遺構と遺物

本住居;LlLの炉吐は検出されなかったが、Ｐ－２の北西部に正位に埋設した埋甕炉が存在した。

遺物出土状態はＰ－７西方に集中するが他は散在的な出土である。尚、Ｐ－２とＰ－３の間に長さ60cm、

幅25cmの石が出土。立石と考えられる。

ＳＨ４はＳＨ３の上方に位置し、北辺、西部辺が明確を欠く。南北長が４ｍほどを測る歪んだ隅丸方形

のプランを呈するであろうか。掘り込みは東壁で55cmほどを測る。床面はＳＨ３と同様に軟弱で、西方

にやや傾斜する。ＳＨ３の東壁との間に方形状の掘り込みが認められる。北東部には長軸長70×短軸長６０

cmの楕円形を呈するＰ－１の掘り込みが伴う。深さは床面下50cmほどを測る。

本住居社の炉吐も検出されなかったが､ＳＨ３の北東部上面で､埋甕炉と考えられる土器が正位に埋設
されている。

遺物出土状態は床面に伴う明確な遺物は無く、覆土中に散在的に出土した。

ＳＨ３，４出土遺物（第59,60図１～28）

１．直立する胴部より大きく外反して開く。口唇部には大小のカマポコ状文を交互に、ボタン文を挟ん

で貼付する。口縁部は横位に充填し、縦位に棒状文とボタン文を交互に貼付する。胴部は沈線文を矢

羽根状に集合させ、棒状文とボタン文を文互に貼付する。同一の個体と考えられる胴部片がＳＨ－５よ
り出土。

２．底部より直立気味に外反して胴部へ移行する。下半部は沈線文を横位に充填させ、上方には縦位と
斜位で集合させる。残存部上方に短かい棒状文を貼付する。埋設炉であろうか？

３．外反して開く胴部下より直立して上方をやや縮める個体で、下部には素文部、横位に充填される沈

線文帯が施され、上部には空白部を若干残して縦位、矢羽根状、縦位の曲線を沈線で集合させる。
地文はＲＬである。

４．底部より直立気味に外反して胴部へ移行する。沈線文で矢羽根状文を横位に繰り返し、ボタン文を
多く貼付する。

５．底部より直立気味に立ち上がり、上方に連れて徐々に外反する。沈線文により縦長に伸びる縦位帯
を挟んで鋸歯文的に交互する四条一組の平行沈線文帯を斜位に施す。

６．すぼまり気味の胴部下半より外反して開き、内湾気味に直立する胴部上半より短かく外反するロ縁

部へ移行する。埋設炉として正位に出土。口唇部に鋸歯状の装飾帯を相対させて貼付し、装飾帯を含

めて斜位～縦位の刻み目を貝殻腹縁に依る波状貝殻文で施す。胴部にも同様の貝殻文を横位等に並走

させて施し、間隔をもつ三条一組の平行沈線文帯を口唇部下と胴部に設け、空間部に鋸歯状の文様を
描く。

７．内湾気味に直立する口縁部片で、口唇部に指頭圧痕を連続させる。ＲＬの地文を充填する。
８．９．同一個体片で、平行沈線文により斜格子文を施す。

10．沈線文による斜格子文と縦位文を施す胴部片である。

１１．１２．１７．１８．細平行沈線文を施す□縁部と胴部片で､18は<の字状に強く屈曲する口縁部片である。

13．爪形文を伴う平行沈線文と刻み目を交互する胴部片である。

14.19．ＲＬの地文を施す胴部片（14）とＬＲを施す口縁部片（19）である。

15．浮線文を施す胴部片。

16．爪形文を挾む平行沈線文を施す。

Ｉ
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20.21．集合する沈線文を施す胴部片で、２１には刺突を施すボタン文が貼付されている。

22.23．同一個体の口縁部片で、矢羽根状に沈線文を集合させ、刺突を施すボタン文を貼付する。
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第５９図ＳＨ３、４出土遺物(1)
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第６０図ＳＨ３、４出土遺物(2)

刀



24．波状貝殻文を施す胴部下半片である。

25．ハートを呈する無茎石鍍。

26.27は磨石で、両者共に表裏面を研磨面として、２

す゜２７の石質は火崗岩である゜

28.球形状気味の磨石で、全面を研磨面として使用○

27は両面に点状痕で凹孔を施26は片面に逆円錘痕、

SＨ５（第61図）

本住居社はＦ区Ｑ１３Ｇの西辺を挟んで検出さ

れた。平面形は１，２号炭窯、製鉄杜によって

約路ほどを破壊されているが、直径4.20ｍほど

の円形を呈しよう。掘り込みはほぼ垂直で、東

壁部では１ｍほどの壁高を残す。床面はやや

締ったローム面で平坦である。ピット状の掘り

込みは確認出きなかった。

本住居杜の炉杜､埋甕炉の存在も認められず、

遺物も中央より北辺にかけて散在する出土状況

であった。

Aノ

ＳＨ５土層説明

１暗褐色土

２黒褐色土

３暗褐色土

４にぷい黄褐色土

全体にサラッとしている。

焼土粒、カーボン粒を含む。

全体にしまりハード。

多少粘質有り。

l617O-AL Ａ 

’ 
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第６１図ＳＨ５平面図

ＳＨ５出土遺物（第62図１～８）

１．ｓＨ３．４の覆土中出土の個体（第59図、１）に酷似する胴部片である。

２．外反して開く胴部片と上方に続く屈曲部に位置する個体片である。胴部片は沈線文を縦位、斜位に

集合させ、屈曲部片は斜位、矢羽根に配し、カマポコ状の貼付文を施す。

３．胴部より外反して開く個体で、横位に沈線文を粗に施し、豆粒状文、ボタン状文を貼付する。

４．波状貝殻文と沈線文による施文の胴部片である。波状貝殻文は放射肋の無い小型の二枚貝によるも

ので密に施す。

５．直立気味に外反する口縁部片で（(図版修正)補修孔を設ける。沈線文を口唇部下に横位気味、縦位

7２ 
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第６２図ＳＨ５出土遺物

気味に施す。

6．直線的に外反し、上部でさらに外反を強める胴部片で、沈線文を施す。

7．やや内湾気味に外反して開く個体で、沈線文によりほぼ等間隔の縦位区画を描き、空間部を斜位に

走らせ矢羽根状とする。縦位の沈線文上の一部に棒状文貼り付けを施す。

8．貢岩の削器で、片面の大半が自然面をもつ。

SＨ６（第63図）

本住居社はＦ区Ｑ１５Ｇにその大半を占めて検出され、生産杜が構築された斜面から平坦部へ移る変化

点付近に位置する。長軸がほぼ真北を呈し、長軸長3.5×短軸長2.75ｍを測る方形気味のプランで、北西

部がやや突出する｡掘り込みは垂直気味で残存の良い北東コーナー部で壁高60ｍほどを測る｡床面は多少

起伏を呈し、中央やや西寄に浅い皿状の窪みを設ける。ピット状の掘り込み、炉吐等の施設は確認でき

なかった。

遺物出土状態は、覆土中より少量の破片が検出された。

SＨ６出土遺物（第64図１～７）

7３ 



土層説明

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色±

にぶい黄褐色±

にぶい黄褐色土

にぶい黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土

６
 

Ｈ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
 

ｓ
 

ローム粒、カーボン粒を含む。

１層よりも暗くしまりがよい。

暗褐色土を含む。

ハード。

４層より明るい。

非常にハード。

スカスカである。

５層に似る。

ロームプロック粒を含む。

A’ Ａ 
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第６３図ＳＨ６平面図
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第６４図ＳＨ６出土遺物

1．直線的にやや外反する胴部片でＲＬの地文を施す。沈線文を横位、曲線的に走らす。

2．内湾して開く□縁部片で口唇部に細長いリング状の突起を付し、刻み目を施す。口唇部下に刻み目

7z４ 



Ⅲ検出した遺構と遺物

を挾んで横位に並走する爪形文帯が廻り、下方に曲線文を描く。

3．直線的に外反する胴部上半片で刻み目を挾んで爪形文帯を斜位に施し、空間部に爪形文を伴う平行

沈線文を三条一組で弧文を描く。貫通孔が設けられている。

４．５は同一個体の口縁部片で、外反して開く。口唇部下に横位に並走する爪形文を伴う平行沈線文を

二条一組で無文部を挾んで二組廻る。

6．中央やや西寄りの窪地で出土した石皿片で、石質は安山岩である。

7．縦長の石鹸形の磨石で、表裏側面の四面を研磨面とする。石質は石英粗面岩である。

SＨ７（第６５図）

本住居社はＧ区P11、Ｑ１１Ｇにその大半を占め、Ｆ区の住居社群と隔り、平坦部に一軒孤立した状態

で検出された｡平面形は東西､南北長がほぼ６ｍを測る隅丸方形で､各辺の中央部が張り出し気味である。

本住居の北東部より南西部にかけて､幅17～2.5ｍで地割れが並走し､この間の床面が15～45cmほど陥没

する。掘り込みは床面よりやや開口気味で、５５～70cmほどの壁高が残存する。床面は中央部から南東部

の範囲に硬く締まったローム面が検出された。ピット状、土拡状の掘り込みはＰ－１～10まで10ヶ所検

出し、Ｐ－２，７～10がピット状、Ｐ－１３～６が土拡状の掘り込みを呈した。Ｐ－１は東壁中央やや

北寄りに位置し､断層内にその形状がすっぽり入る｡規模は長軸長Ｌ３ｘ短軸長12ｍの隅丸形状で深さ1

35～145ｍを測る。Ｐ－２は50cmほどの円形気味プランを呈し、５５cm前後の深さである。Ｐ－３は、１．

５～1.6ｍほどの円形で床面より70cmほどの深さで､Ｐ－４は北東隅に位置し､長軸長Ｌ３ｘ短軸長1.2ｍの

楕円形で、９０cm前後の深さである。Ｐ－５は80～90cmの円形プランで90cm前後の深さである。Ｐ－６は

南東部に位置し、長軸長Ｌ３５ｘ短軸長1.2ｍの楕円形気味プランで80～90cmの深さを測る。Ｐ－７～９は

35～40cmほどの楕円形、円形プランを呈し15～20cmの深さである。Ｐ－１０は50～55cmほどの円形で70ｃｍ

ほどの深さである。

本住居;hこの炉吐は南西部の断層内に位置し、長軸を南北にとり、長軸長１ｍ、東西最大幅0.6ｍで東側

が乱れる皿状の掘り込みで、焼土粒を多量に含む黄褐色土で埋まっている。

遺物出土状態は、全体に散乱した出土状で、覆土中出土と住居杜外出土遺物の接合が４点ほど見られ

る。

ＳＨ７出土遺物（第66～67図１～26）

1．胴部下半より緩やかに内湾して胴部中位やや上方で□縁部径と一致する。口縁部は短かく緩やかに

外反させる。文様帯は胴部に廻ろ二本の浮線文により上下の区画がなされる。浮線文上には部分的に

矢羽根状の刻み目を施す。上部文様帯はさらに二分され、上方には横位に相対するハート文を繰り返

し、ハート文内の空白部は素文部とする。下方には円文を横位に繰り返す。この文様帯のハート、円

文を除く空間部には横位に並走して廻る浮線文を充填し、ＲＬ、ＬＲの地文を施す。下部文様帯は横位

に廻る一本の浮線文を挾んで上部下方の円文より大きめの円文を横位に繰り返し、円文的に短かくと

ぎれる横位の浮線文を上方は刻み目を施して貼付する。南辺の床面に多く出土している。

2．内湾する胴部よりやや頸れを呈し、外反して開く胴部上半へ移行する。横位に並走する爪形文帯は

胴部上半、中位、下半に設け、上半と下半は斜位の刻み目を挾んで二条が廻り、中位は六条を数える。

爪形文帯間は渦巻､波状文等が施される｡地文はＬＲである。Ｐ-10上面と住居社外の接合個体である。

7石
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、検出した遺構と遺物
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、検出した〕貴構と遺物

３．直線的に口唇部まで開く深鉢で、口唇部に小突起を付し、指頭圧痕を連続させる。口唇部下に三条

胴部上半に二条、中位に斜位の刻み目を挾んで四条一組の爪形文帯を横位に廻らし、爪形文帯間に交

差する波状文を充填させる。南東部床面と住居吐外の接合個体である。

４．６～８は底部～胴部下半の破片で、４は浮線文を廻らす。

５．２０．２１はＲＬの地文を施す□縁部と胴部片である。

９．１０．１３～１８．２３．２６は爪形文帯を施す胴部と口縁部片である。２３は炉杜上面の出土。

11.12は文様帯に波状文と円形刺突文を施す。

19．平行沈線により三角文、楕円文？を施す。磨消縄文を伴う。

22．興津Ⅱ式に比定される深鉢の口縁部と胴部片である。アナダラ属貝殻の腹縁文により胴部下方まで

充填し、平行沈線文で菱形等の区画を描く。Ｐ－５東方に出土。

24.25は同一個体片と考えられる。口唇部下と胴部に二条一組で平行沈線文を廻らす。

ＦＧ区土坑（第68～103図）

SＤ５（第68図）

Ｆ区Ｒ１４Ｇに検出され、生産吐群の斜面上方に位置する。北辺、東辺が直線気味となる隅丸方形状

のプランを呈し、浅いポール碗状の掘り込みである。北東寄りに土器が集中出土。

ＬＰ 

Ａ 

Ａ '６６６０－A， 

ロ 1Ｍ 
■■■■■■’ 

１ 

第６９図ＳＤ５出土遺物第６８図ＳＤ５平面図

ＳＤ５出土遺物（第69図）

１．直線的にラッパ状に外反する胴部より弱く<の字状を屈曲し、外反して開く□縁部へ移行する。山

形の小突起を付す。口唇部には指頭圧痕を連続させ、口唇部下には沈線文で斜格子文を描く。頚部下

7１９ 



方は素文部となり条の長いＲＬの地文を充填する。

SＤ６（第70図）

蕊 SD6土層説明

１暗褐色土

２黒褐色土

３にぷい黄褐色士

４にぷい黄褐色士

５にぷい黄褐色士

６にぷい黄褐色土

７にぶい黄褐色士

カーポンローム粒を含む

カーポンローム粒を含む

ローム粒と少量のロームブロック粒を含む。

３層に似るが暗い。

粘質帯びる。

ローム粒を含む。

５層に似る。

A, Ａ 

ＳＨ７を取り巻く環状土拡群の北西部、Ｇ区Ｒ９Ｇに検出。

長軸がＮ－１１ｏ－Ｅを呈し、長軸長Ｌ３５ｘ短軸長1.41ｍを測る。

北壁中央部がやや張り出す方形プランで、東壁部が扶れるが他

壁は垂直気味の掘り込みで、深さ60cm前後を測る。

遺物出土状態は、大形の波状口縁を呈する深鉢片が底面に密

着して出土。他は覆土中より浅鉢形土器、爪形文、浮線文を伴

う土器類が出土した。

'６６．５０Ａ， Ａ 

ＯｌＭ 

第７０図ＳＤ６平面図

ＳＤ６出土遺物（第71図）

１．波頂が大きく丸味を帯びる大型の波状□縁の深鉢で胴部下半を欠損する。波底部には山形の小突起

を二ヶ所に付す。波形に沿って並走する四条の平行沈線文を廻らし、沈線文内を爪形文で充填する。

この爪形文帯間には矢羽根状となるよう斜位の刻み目を施し、口縁爪形文帯と同様に胴部には五条一

組の爪形文帯、さらに下方にも爪形文帯を設ける。上部の爪形文帯間には胴部爪形文帯に接する様に

波状文を廻らし、山形の空間部に縦位の区画を施す。波状文の上方空間部には曲線文により木の葉状

区画等を作り出す。これらの空白部には円形刺突文を充填する。下部の爪形文帯間は波状文と縦位文

等を施す。一部の空白部に円形刺突文が施されている。地文はこの空間に認められＲＬとＬＲを交互

する。波頂下に－ヶ所貫通孔を設けている。

２．直立気味に立つ胴部片で、爪形文を伴う平行沈線文と円形刺突文が施されている。

３．底部より内湾する胴部へ移行する。羽状縄文を施す。

４．浅鉢形土器の口縁部片で、口唇部内面に角先状隆帯を廻らし、隆帯と口唇部端の間に並走する二本

の浮線文を貼付し、その問を鋸歯文的に浮線文を施す。口唇部外面端に一条の沈線を設け、沈線文を

挾んで矢羽根状刻み目を施す。口唇部下には平行沈線文によって相対する三角文等を描き、沈線文内

を爪形で充填する。

8り



IⅡ検出した遺構と遺物

5．直線的に外反して開く平口縁の深鉢片である。口唇部下に刻み目を挾んで並走する爪形文を伴う二

条の平行沈線文が廻る。下方には曲線文が描かれ、空間部に円形刺突文を施す。

6．外反して開く同一個体の口縁部片で浮線文を伴う。

7．斜位の刻み目と爪形文を伴う平行沈線文が交互する胴部片である。

8．直線的に外反する口縁部片で、口唇部下に爪形文を伴う平行沈線文が三条並走する。

３ 

議雰私

議□Ⅷ

瀞、

〆

￣ｒ, 
ヂヴ

４ 

８ 
Ｉ 

第７１図ＳＤ６出土遺物

SＤ７（第72図）

８Ｚ 



’ 

ＳＤ７土層説明

１暗褐色土

２暗褐色土

３にぷい黄褐色土

４にぶい黄褐色土

ハードで、少量のカーボン粒、焼土粒、ローム粒を含む。

焼土粒、カーボン粒を多く含む。

暗褐色土、カーボン粒を含む。

粘質土で、ロームブロック粒を含む。

Ａ 

￣Ｇ区Ｒ１０Ｇに検出｡長軸がＮ－６９ｏ－Ｗを呈し､長軸長1.5×短軸長0.

9ｍ前後を測る楕円形プランである。凹凸面が多少ある底面より、丸味

をもって垂直気味に掘り込まれた壁面を呈し、最深部で40cmの深さを

測る。

遺物出土状態は、中央より西方に集中し、北西部に波頂部が丸味を

呈する大形の波状□縁部片と同一個体の小片が多く出土。

Ａ '66.50Ａ, 

ロ １Ｍ 

第７２図ＳＤ７平面図

ＳＤ７出土遺物（第73図）

1．大型の波状口縁を呈する□縁部片で、口唇部下に矢羽根状に交互する斜位の刻み目を挾んで三～四

条の平行沈線文を波形に沿って施し、沈線文内を爪形文で充填する。下方には二～三条一組の爪形文

帯を曲線的に描き、菱形文等を作り出す。

2．羽状縄文を施す胴部片である。

3．外反する胴部片で、爪形文を伴う平行沈線文を施す。

２
 

門ⅡⅡⅡⅡⅡ川刷
３
 

門〃川川川川〃川尉

第７３図ＳＤ７出土遺物

SＤ８（第74図）

８２ 
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Ⅲ検出した遺構と遺物

～＝半－６｡ Ｇ区Ｒ１０Ｇに検出され、東方にＳＤ９、西方にＳＤ７が位置す

る。長軸がＮ－１２ｏ－Ｅを呈し、長軸長1.35×短軸長115ｍの

歪んだ楕円形を呈する。検出面より20cmほどの深さを測る。

覆土中より小片が三点出土。

可
Ｉ
Ｃ
山
①
四
一

，
－
 

ｍ
 

Ａ
ｌ
 Ａ 

■▲ 

ＳＤ８出土遺物（第75図）

１．２は胴部片で、１はＬＲ、２はＲＬの地文を施す。

３．直線的に外反する口縁部片で、緩やかな波状口縁を呈す。

口唇部下に並走する爪形文を施す。

Ａ ６６５０Ａ， 

０ 
１－ 

第７４図ＳＤ８平面図

|Ⅲ 

＝鍵ｌＬ霧’。
第75図ＳＤ８出土遺物

SＤ９（第76図）

Ｇ区Ｒ１０Ｇに検出され、東方にＳＤ９、西方にＳＤ７が位置する。

長軸がＮ－１２ｏ－Ｅを呈し、長軸長1.08×短軸長0.93ｍを測る南西部

が突出する歪んだ楕円形気味プランで、４０cm前後の深さを測る。出

土遺物はない。
Ａ A, 

ＳＤ１０（第77図）

Ｇ区Ｒ１０Ｇに検出され、北東部にＳＤ９が隣接する。プランは0.

9～１ｍを測る歪んだ円形気味を呈する。本土坑内を北東～西南西方

向に走る地割れが通過し、８cmほどの差で底面がずれを生じている。

掘り込みは西方と東方壁を除きやや扶れ気味となり、４０～45cmほど

の深さを測る。遺物出土状態は底面より磨石、浮線文土器の小片が

検出され、他は覆土中の出土である。

Ａ '６６．５０Ａ， 

０ 

１－，， 

第７６図ＳＤ９平面図

lＭ 

ＳＤ１０出土遺物（第78図）

1．底部より丸味をもって立ち上がり、直線的に外反する胴部へ移行する。残存部上位に爪形文を伴う

平行沈線文を二条一組で横位に並走させ素文部にＲＬの地文を施す。

8召



2．二本一組で横位に並走する浮線文帯を口唇部下に設ける□縁部片

で、波状□縁となろう。口唇部には縦位に連続する浮線文を貼付し、

浮線文上に刻み目を施す。

3．外反して開くロ縁部片で、口唇部下に爪形文を伴う平行沈線文を施

す。

４．５．６は爪形文土器の胴部片と□縁部片である。

７．８は磨石である。

Ａ 

１６６５０Ａ, Ａ 

Ⅱ lＭ 
11 

第７７図ＳＤ１０平面図
溌
議｢ 

圦
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I 
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へ（い）
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６
 

｛Ⅱ川Ⅳ川〃川『

５
 

桝川Ⅳ川Ⅱ川川矧議以
、.＿ノ

￣ 

第７８図ＳＤ１０出土遺物

SＤ１１（第79図）

Ｇ区Ｑ１０Ｇの中央部やや北寄りに検出。プランは0.85ｍ前後を測るほぼ円形で北壁部を除いて扶れ気

味の壁面を呈し、３０～35cmの深さを測る。南西部の覆土中より浮線文土器の小片が出土したのみである。

8４ 



IⅡ検出した遺構と遺物

ＳＤ１１土層説明

１暗褐色土

２暗褐色士

３暗褐色±

４褐色土

ローム粒、カーボン粒、白色粒子を含む。

1層よりもやや暗い。

1層、２層よりカーボン粒が多く、焼土粒も含む。

ロームプロック粒、ローム粒を多く含む。

Ａ 

１６６．５０Ａ, Ａ 

０ 
１－－ 

第７９図ＳＤ１１平面図

１Ｍ 

SＤ１２（第80図）

ＧＱ１０Ｇの北東部に検出。長軸がＮ－２１ｏ－Ｗを呈し、長軸長1×短軸長0.85ｍ前後を測る楕円形を呈す

る。北壁部で20cm前後の深さを測り、南壁部では15cm前後と浅い壁面が残る。出土遺物はない。

SＤ１３（第81図）

Ｇ区Ｑ１０Ｇの中央部やや北東方向に位置

し、南西部にＳＤ１４、北西部にSD11が隣接

する。７５cm前後を測るやや歪んだ円形プラ

ンを呈する。壁面はほぼ垂直気味に掘り込

まれ、最深部で35cmほどの深さを測る。覆

土中より磨石が１点出土。

Ａ 
Ａ 

'６６．５０Ａ． Ａ 

１６６．５０Ａ， Ａ 

■ 
ＯｌＭ 
－￣￣－－．－－ 

第８０図ＳＤ１２平面図

ロ １Ｍ 
Ｉ」￣

第８１図ＳＤ１３平面図

１３±層説明

１暗褐色土

２暗褐色±

３暗褐色土

全体にサラッとしている。

ローム粒と焼土粒を少辻含む。

ローム粒、ロームブロック粒を斑点状に含み、ハード。

１ 

第８２図ＳＤ１３出土遺物

ＳＤ１３出土遺物（第82図）

１．平面楕円形の磨石で全面を研磨面として使用している。

’ 
8５ 



SＤ１４（第83図）

Ｇ区Ｑ１０Ｇの中央部付近で検出。長軸がＥ－３４ｏ－Ｓを呈し、長軸長

Ｌ２ｘ短軸長１ｍを測る楕円形である｡壁面の掘り込みは南北壁がほぼ

垂直で、東壁部が扶れ気味、西壁部が開口する状態で、６０cmほどの深

さを測る。遺物出土状態はその大半が震i土中出土で、浮線文、爪形文

土器の深鉢片が多く、－点のみ浅鉢形土器の口縁部を検出した。

Ａ 

ＳＤ１４出土遺物（第84図）

1．直立気味に立つ胴部よりキャリパー状に内湾する口縁へ移行する

波状ロ縁の深鉢である。波形に沿い二本､_胴部に三本、－本、二本

一組として並走する浮線文を廻らし、矢羽根状となる様に交互の刻

み目を施す。上部浮線文帯間には、曲線文により木の葉文的区画を

作り、さらに空間部を幾何学的に浮線文を貼付する。充填された浮

線文上、空間部に大き目な円形刺突文が施される。胴部浮線文帯間

'６７．００Ａ， Ａ 

ＯｌＭ 
ｌ－－’ １こはＲＬとＱＬの地文が施されている。

第83図ＳＤ１４平面図２．直線的にやや外反する口縁部片で、口唇部下に並走して爪形文を

伴う平行沈線文を三条廻らし、同様の平行沈線文を肋骨文状に曲線

文を斜位に並走させて施す。

３．２に似る個体で、胴部片かも知れない。

４．直立する胴部片で、爪形文を伴う平行沈線文を施す。

５．緩やかな山形突起を付す口縁部片で、口唇部下に並走して爪形文を伴う平行沈線文を廻らす。

６．胴部より外反してラッパ状に開く個体で交互する爪形文帯を二カ所に設け、上部には斜位の刻み目

を横位に並走する爪形文を伴う平行沈線文を二条一組で並走させて波状文、曲線文等を描き空白部に

円形刺突文を施す。下部の爪形文帯間にも同様に二条一組で曲線文等を描く。地文はＲＬである。

7．外反気味に開き、口唇部をやや外傾させる口縁部片で、口唇部下と胴部に横位に廻る爪形文を伴う

平行沈線文を施し、この爪形文帯間に相対する曲線文、縦位、斜位文を描く。地文はＬＲである。

８．直線的に外反する胴部片で、爪形文を伴う平行沈線文と斜位の刻み目が交互する。

９．１０は外反して開く波状口縁部片で、波形に沿って爪形文帯を廻らす。

11.14は爪形文を伴う平行沈線文によって、曲線文等を施す胴部片である。

12．くの字状に強く屈曲する浅鉢形土器の、□縁部片で貫通孔と縦位の浮線文を交互する。

13．爪形文を伴う平行沈線文が横位に廻り、上部に波状文が並走し、縦位に円形刺突文を施す。

15．ＲＬの地文を施す胴部下半片。

16．浮線文を伴う胴部片。

8６ 



Ⅲ検出した遺構と遺物
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第８４図ＳＤ１４出土遺物

SＤ１５（第85図）

Ｇ区Ｑ１０Ｇの南辺中央部やや西寄りに検出｡長軸がＮ－８４ｏ－Ｅを呈し､長軸長0.85ｍの楕円形である。

８７ 



壁高は45cmほどを測り垂直な掘り込みである。ほぼ床面上に長さ50cm､幅27～28cmほどの礫が横たわる。

出土遺物はない。

SＤ１６（第86図）

Ｇ区Ｐ１０Ｇの北辺やや西寄りに検

出。北方にＳＤ１５が隣接する。０．

９５～１ｍを測るほぼ円形のプランを呈

し、５５cm前後の壁高を測り、掘り込み

はほぼ垂直である。覆土中より小片が

７点ほど出土。

′ 漆
A， 

Ａ 
Ａ 

A, 

1６６．５０Ａ， Ａ 

l６６５０Ａｊ－ Ａ 

ＳＤ１６出土遺物（第87図）

１．直線的に外反して開く□縁部片

で､波状口縁を呈するかも知れない。

口唇部下に斜位の刻み目を挾んで横

位に並走する爪形文帯を設ける。

２．直線的に外反する胴部片で、爪形

文を伴う平行沈線文で曲線文等を描

く。

1Ｍ ロ

’ ＯｌＭ 
ｌ￣－－－１ 

第86図ＳＤ１６平面図

第85図ＳＤ１５平面図

２
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第８７図ＳＤ１６出土遺物

引国Ｉ‐ロ、．③①

国
ＳＤ１７（第88図）

Ｇ区Ｐ１０Ｇの中央部付近に検出｡南東にSD19､北

西にＳＤ１６が位置する。プランは１ｍ前後を測る隅
えく゛

丸方形気味の円形を呈し、南東部やや扶れるｶﾖほぼ

垂直に近い掘り込みである。壁高は東壁部で40cmほ

どを測る。底面は中央部でやや盛り上がり気味とな

る。出土遺物はない。

Ａ 

ｍｉｏｐ 
Ｉ６６５０Ａ１ Ａ 

SD17±層説明

１暗褐色土

２暗褐色士

焼土粒、ローム粒を多く含む。

１層より暗く、ロームプロック粒を含む。

ハードにしまり、ロームプロック粒を多く

含む。
３にぶい黄褐色士

０１Ｍ 

第８８図ＳＤ１７平面図

8８ 



ⅡＩ検出した遺構と遺物

SＤ１８（第89図）

Ｇ区Ｐ１０Ｇの西辺南方部に検出。長軸が磁北を呈し、長軸長１×短軸

長0.7ｍを測る楕円形プランである。壁面は東方が垂直気味で､１５cmほど

の深さを測り、他壁は緩やかな掘り込みとなる。出土遺物は北方に集中

し、浅鉢形土器と底部～胴部下半の個体片が接して出土。

ＳＤ１８出土遺物（第90図）

１．底部より内湾気味に立ち上がり、口縁部を緩やかに外反させて開く

浅鉢形土器である。口唇部には二本一組で縦位に貼付される浮線文が

－ヶ所残る。口縁部下半は主として横位、その空間部は斜位の研磨を

施す。

２．底部より直線的に外反して開く胴部へ移行する。ＬＲの地文を充填

する。

簔蓼
Ｕ 1Ｍ 

１１ 

第８９図ＳＤ１８平面図

ユ／

第９０図ＳＤ１８出土遺物

SＤ１９（第91図）

Ｇ区Ｑ１０Ｇの中央部東方に検出。隅丸方形気味のプランで長軸がＮ－５０ｏ－Ｅを呈し、長軸長0.75×短

軸長0.72ｍとほぼ同一規模を測る｡底面の南東部でやや高まりがある｡掘り込みは北東部が扶れ気味で他

壁は垂直気味とする。壁高の残存は75cm前後を測る。出土遺物はない。

8９ 
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ＳＤ１９土層説明

１暗褐色土

２暗褐色土

３黒褐色土

４黒褐色土

５黒褐色土

６暗褐色土

７暗褐色土

Ａ ､､、Ａ，
】・￣

|／ ローム粒・焼土粒を含む。

ロームプロック粒を含み、サラッとしている。

ローム粒、少量のカーボン粒を含む。

３層より暗い。

粘質を帯びる。

ローム粒を含む。

ローム粒、ロームブロック粒を含む。

●● 

Ａ ６６４０Ａ， 

ロ ＩＭ 
ｌｌ 

第９１図ＳＤ１９平面図
SＤ２０（第92図）

－－～、 兆
一
丁
、
、
ｌ
ノ
ー

、

' 

ＳＤ２０土層説明

１暗褐色土

２暗褐色土広
斑点状にロームプロック粒・ローム粒を多く含む。

１層よりもロームプロック粒・ローム粒が少量で暗い。
A， Ａ 

6錘 Ｇ区Ｏ１１Ｇの北東隅に検出され、東方にＳＤ２１、２２が連続して位

置する。長軸がＮ－３６ｏ－Ｅを呈し､長軸長093ｍを測る楕円形である。

北壁部の僅か－部を除き掘り込みは扶れを呈し南壁部では上場より１５

cmほど入り込む。出土遺物は大半が覆土中のもので､磨製石斧､磨石、

爪形文土器片の三点が出土。

、 ダ

" 

〆

､〆

〆

l6a90-A, Ａ 

ＳＤ２０出土遺物（第93図）

１．基部を欠損する磨製石斧で、石質は輝緑岩である。所謂蛤刃を呈

する刃部で、刃縁は打撃痕によりかなり損失している。

２．安山岩の磨石で、表裏面に点状痕で凹孔を施す。

３．爪形文を伴う平行沈線により文様を施す胴部片である。

Ｐ 

０ 
Ｆ￣￣－－ 

第９２図ＳＤ２０平面図

ＩＭ 

！〃Ⅷ１ ロ

第９３図ＳＤ２０出土遺物

gｏ 



ⅡＩ検出した遺構と遺物

SＤ２１（第94図）

ＳＤ２１土層説明

１暗褐色土

２にぶい黄褐色土

３にぶい黄褐色士

４黒褐色土

５ロームプロック

６にぷい黄褐色士

７ロームブロック

８暗褐色土

斑点状にロームブロック粒、ローム粒を多量に含む。

少量のカーボン粒を含む。

２層よりも密で、焼土粒を含む。

少量のロームブロック粒、ローム粒を含む。

Ａ 

３層に似るが、明るい。

５層に似る。

少量のロームブロック粒、ローム粒を含む。

Ａ '６６９０Ａ. 

Ｇ区Ｐ１２Ｇの南西部に検出。僅かにその一部がＯ１２Ｇに係る。長

軸がＮ－８６ｏ－Ｅを呈し、長軸長1.35×短軸長1.15ｍを測る楕円形で

ある。北壁部の一部が上場より最大13cmほど扶れるが他壁は平坦な

底面より垂直気味、上部につれて開口気味に掘り込まれている。出

土遺物はない。

ﾛ 1Ｍ 
｜’ 

第９４図ＳＤ２１平面図

SＤ２２（第95図）

Ｇ区Ｐ１２Ｇの南辺に係り検出。西

方に隣接してＳＤ２１が位置する。長

軸長Ｌ１３ｘ短軸長0.95ｍを測る楕円

形である。平坦な底面より南西部壁

を除いて開口する掘り込みで、

20～30ｍほどの壁高が残る。出土遺

物はない。

｣IL／～ 
-11Ｆ／ 

Ａ A， 

A, Ａ 

Ａ '６６．８０Ａ, 

Ａ １６７．００Ａ， 

ＯｌＭ 
ｌ－－’ 

第９５図ＳＤ２２平面図

０１Ｍ 

第９６図ＳＤ２３平面図

SＤ２３（第96図）

Ｇ区Ｑ１２Ｇの南東部隅に検出。１～105ｍを測る円形プランを呈する。掘り込みは上場より底面に連れ

て扶れ気味で60cmほどの壁高を測る。底面に56×47cmの範囲に焼土がｌ～３cmほど堆積する。出土遺物

は覆土中より磨石、土器片が出土。

9Ｚ 



ＳＤ２３出土遺物（第97図）

１．底部より直立気味に外反する胴部へ移行する。地文はＲＬである。

２．猪口状の小型土器である。

３．円形気味の平面形を呈し、表裏面に逆円錐痕の凹孔を施す磨石で、石質は安山岩である。

４．外反して開く口縁部片で斜位の刻み目を施す隆帯を設け、上下に爪形文を伴う平行沈線文を横位に

廻らす。

５．内湾気味に外反する胴部片で､斜位の刻み目を挾んで爪形文帯を設ける。素文部には撚糸文を施す。

6．爪形文帯と円形刺突文を施す胴部片。

〆牢
5戸

獣
～--. 

〃

Ｉ 

Ｉ ２ 

３ 
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慧
霧Ｉ 霧"，４ 

第97図ＳＤ２３出土遺物

SＤ２４（第98図）

ＳＤ２４土層説明

１にぶい黄褐色土

２褐色土

３暗褐色土

４にぶい黄褐色土

５にぷい暗褐色土

６暗褐色土

白色粒子、ローム粒を多く含む。

カーボン粒、焼土粒、白色粒、ローム粒を含む。

カーボン粒、焼土粒を含む。

１層に似るが、カーボン粒、ローム粒を多く含む。

多少粘質も帯び、焼土粒を含む。

ハードにしまり、少量のカーボン粒、ローム粒を含む。

Ａ 

'６６９０Ａ， Ａ 

Ｇ区Ｐ13ポイントに検出。北方にＳＤ２３、２５，２６が位置する。長軸

がＮ－１４ｏ－Ｗを呈し、長軸長105×短軸長0.95ｍを測る。北東部が隅

丸を呈する楕円形で、掘り込みは垂直に近い。最深部で75cmの深さを

測る。霧i土中より小片が少量出土。

ＯＩＭ 
ｌ－－， 

第９８図ＳＤ２４平面図

9２ 



Ⅲ検出した遺構と遺物

SD24出土遺物（第99図）

出土した遺物の総てが胴部の小破片である。

１．直立気味に立つ胴部片で、平行沈線文により曲線文を描く。

２～４は爪形文帯を伴う胴部片で、４には円形刺突文が施されている。

rFO印

謬り)蟻1.鞠｡蕊Ｊ１，
第９９図ＳＤ２４出土遺物

SＤ２５（第100図）

溌
ＳＤ２５土層説明

Ａ A， 
１褐色土

２暗褐色土

３暗褐色土

４褐色土

５暗褐色土

６黄褐色士

断層

ハードにしまり、カーボン粒を含む。

２層よりも暗い。

３層に似るが、やや粘質。

斑点状に暗褐色士を混える。
Ａ '６６８０Ａ, 

Ｇ区Ｑ１３Ｇの南西部、ＳＤ２４に隣接して検出。地割れが南東部に係り、

形状の一部を崩しているが、８０～85cmほどの円形プランであろう。掘込

みはほぼ垂直気味で、４５cm前後の壁高が残存する。出土遺物は総てが覆

土中の出土である。

ＯｌＭ 
ＩＩ ｌｌ 

第100図ＳＤ２５平面図

1－１２ 

jll 

’
 ４ 

熱総

江〃
５ 

第101図ＳＤ２５出土遺物

９３ 



ＳＤ２５出土遺物（第101図）

1．底部を欠損する小型深鉢である。胴部下半より上方に連れてやや外反し、上半より外反して開き直

立気味に内湾する口縁部へ移行する。口唇部には小突起を付していたかもしれない。口唇部下と胴部

に二条一組の平行沈線文を横位に並走させて廻らし、この空間部に沈線文を斜位、曲線的に走らせ、

三角文、菱形文、半円文を描く。胴部下方にも沈線文が僅かに走る。これらの沈線文内には横位に爪

形文を施す。

２．直立する胴部より外反して開く口縁部へ移行する平口縁の深鉢片である。文様帯は櫛歯状施文具に

より波状文を描き、空白部に平行沈線文を横位に走らす。地文はＲＬとＬＲである。

３．底部より多少屈曲を呈し、外反して開く胴部下半片である。

４．５，７は爪形文を伴う平行沈線文により文様を描く破片で、４は斜位の刻み目を挾む爪形文帯が施

される胴部片。５は口唇部に小突起を付す。７は相対する曲線文が施されている。

6．内湾する胴部片でＲＬとＬＲを羽状縄文的に交互して施す。

SＤ２６（第102図）

Ｇ区Ｑ１３Ｇに検出。長軸Ｅ－２５ｏ－Ｓを呈し、長軸長Ｌ３３ｘ短軸長1.05ｍを測る楕円形である。底面は

南方部より北方部に緩やかな傾斜を呈し、北壁部を除いて開口する掘り込みとする。壁高は最深部で３３

cmほどを測る。出土遺物は覆土中より少片が一点出土したのみである。

SＤ２７（第103図）

Ｇ区Ｐ１４Ｇの西辺を跨いで検出。長軸がＮ－２５ｏ－Ｗを呈し、長軸長2.25×短軸長1.25ｍ前後を測る歪

んだ楕円形である。底面は多少起伏があり、東壁部には歪んだ半月状テラスが帯状に南壁方向に設けら

れる。最深部で85cmほどを測る。出土遺物はない。
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第102図ＳＤ２６平面図 第103図ＳＤ２７平面図
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Ⅲ検出した遺構と遺物

(2)包含層遺物分類（第104～113図）

Ｂ群３類Ｂ種（第104,105図）

１．直立気味に立ち上がる胴部より大きく外反して口縁部へ移行する平口縁の深鉢である。口唇部には

斜位の刻み目を施す浮線文を二本一組で縦位に貼付する。口唇部下と胴部に矢羽根状に交互する斜位

の刻み目を挾んで四条一組の爪形文帯を廻らし、さらに素文部との区画に一条の爪形文帯を横位に廻

らす。爪形文帯間の上部文様は三条一組とする爪形文帯により菱形文区画を描き、空白部に相対する

曲線文を施す。下部文様は曲線文、縦位文等で構成する。素文部はＲＬとＬＲの地文を施す。

２．直線的にやや外反する口縁部片で、口唇下に斜位の刻み目を挾んで三条一組の爪形文帯を廻らし、

下方に斜位、曲線文等で文様を描く。

３．直立気味に外反する胴部より大きく内湾気味に開く口縁部へ移行する。山形の突起を付す。口唇部

下に矢羽根状に交互する刻み目を挾んで三条一組の爪形文帯を廻らす。下方は斜位、曲線文で文様を

構成する。

４．波頂部が丸味を呈する波状口縁部と胴部片である。波底の口唇部には小突起を付す。波形に沿い口

唇部下に斜位の刻み目を挾んで三条一組、胴部に四条一組の爪形文帯が設けられ、空間部に波状文、

曲線文等でレンズ状等の文様を描く。空白部に円形刺突文を施す。

５．直立する胴部より外反して開く胴部上半へ移行する。爪形文を伴う平行沈線文を四条一組で横位に

廻らせ区画帯とする。この爪形文帯に刻み目を横位に連続させる｡素文部はＲＬの地文を斜位と横位に

施す。文様部は曲線文、円形刺突文で構成する。

６～11は胴部片で斜位に施された刻み目を挾んで爪形文帯を横位に廻らし、渦巻文様等を施す。６～８

には円形刺突文を伴う。

12～17．波状□縁または小突起を付す□縁部片で､１２は波状に沿い、刻み目を挾んで爪形文帯を廻らし、

この□縁部形に沿う爪形文帯下の刻み目部を隆帯状とする。下方にも爪形文帯を曲線的に配す。

13．山形小突起を付す口縁部片で、横位に並走する刻み目を挟む爪形文帯等を施す。

14．波頂部が山形に鋭る波状□縁で、１６と同一個体かも知れない。平行沈線文により波頂下には木の葉

文状区画等を描き、沈線文間を連続爪形文で埋める。地文は無節のＬであろう。

15．波状口縁を呈する波頂部の口縁部片で、刻み目を挟んで爪形文帯を曲線的に施す。

17.口縁部形に沿い刻み目を施す隆帯状高まりを設け、下方に連続爪形文を伴う平行沈線文で意匠文を

描く。

18.21は口唇部下に、刻み目を挾んで爪形文帯を横位に並走させる。

19．浅い平行沈線文より、木の葉状、レンズ状文様を描き、沈線文間を連続爪形文で埋める。

20．波状口縁を呈すかも知れない。雑に平行沈線文を横位に並走させ､沈線文間を連続爪形文で埋める。

22.23は連続爪形文を伴う平行沈線文で意匠文を描く。

24．胴部に横位に並走して廻る爪形文帯上に平行沈線文を斜位に施す。

25．刻み目を挾んで横位に並走する胴部爪形文帯上に平行沈線文を斜位に交差させ、三角形区画等を作

り出す。地文はＲＬである。

26.27は同一個体の胴部片と考えられ、連続爪形文を伴う平行沈線文により、三角文、菱形文を作り出

し、空白部に円形刺突文を施す。

9５ 
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第104図Ｂ群３類Ｂ種(1)
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IⅡ検出した遺構と遺物
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第105図Ｂ群３類Ｂ種(2)

28．刻み目を挾んで横位に爪形文帯を廻らし、上部に斜格子文、下部に円形刺突文を施す。

29．丸味を帯びる棒状施文具による刻み目を挾んで横位に爪形文帯を廻らし、上部に同様の刻み目を挾

んで並走する二条一組の爪形文帯を山形に施し、空間部をさらに区分してレンズ状、三角文状の区画

を作り出している。下部は素文部でＲＬの地文を充填する。

30．直立して文様部で外反気味とする胴部片で、連続爪形文を伴う平行沈線文を挾んで上下に刻み目を

連続させる。

9７ 
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第106図Ｂ群３類Ｃ種

Ｂ群３類Ｃ種（第106図）

1．直立気味の胴部よりやや外反して開く寸胴の深鉢である。口唇部には山形小突起を付す。口唇部下

と胴部に横位に廻る平行沈線文により文様帯区画を施し、空間部に縦位に沈線文を垂下させて方形区

画を設け、さらにその空白部を肋骨文状に沈線文を斜位に描く。素文部はＲＬとＬＲの地文を斜位、

横位に施す。

２．外反して直線的に開く口縁部片で、山形小突起を口唇部下に斜位の刻み目を挾んで爪形文帯を廻ら

し、下方に斜格子文を描き、散在的に円形刺突文を施す。

３．４は２と同一個体であろう。

５．下部に僅かな爪形文帯が残り、上方に斜格子文と円形刺突文が施される胴部片である。

６．上部に斜位の刻み目を挾んで爪形文帯を設け、下方に斜格子文を描く。

７～９は同一個体と考えられる口縁部～胴部片である。７の□縁部片の口唇部には刻み目を施す浮線文

を縦位に貼付する。口唇部下には目刻みを挾む爪形文帯を横位に廻らし、下方に斜格子文を描き、散

在的に円形刺突文を施す。

10～11も同一個体と考えられるロ縁部～胴部上半片である。口縁部は平口縁を呈し、口唇部に棒状施文

具で鋸歯状となる刻み目を連続させる。平行沈線文により斜格子文を描き、交点に円形刺突文を施す。

ノ
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Ⅲ検出した遺構と遺物
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13．口唇部下に斜位の刻み目を挾んで爪形文帯を廻らし、下方に雑な波状文を施す□縁部片。

14．鋸歯状施文具により波状文を描く□縁部片。

B群３類Ｄ種（第107図）

１．すぼまり気味の胴部下半より直立気味に内湾して、屈曲部を設け大きく外反して開きながら直立気

味となる口縁部へ移行する波状口縁の深鉢である。口唇部には二本一組で縦位に浮線文を貼付する。

屈曲部には刻み目を施す短い浮線文を縦位にほぼ等間隔で貼付する。この浮線文帯で上下に文様を区

画し、上部には二本一組で曲線文等を施す。下方は横位に並走する－～三本一組の浮線文帯を間隔を

設けて貼付する。地文は斜位のＲＬとＬＲである。

２．３は同一個体と考えられる。２の口縁部片では直線的に外反して開き、小突起を付す。口唇部には

斜位の刻み目を施し､さらに棒状施文具により縦位の刻み目を密に連続させる｡口唇部下と胴部に二ケ

所、三本一組の矢羽根状刻み目を伴う浮線文を貼付し、その間に波状文、曲線文等を描く。胴部の空

間部には相対する曲線文で半円文区画を作り、空白部を四条一組の浮線文帯を縦位に貼付する。空白

部には円形刺突文を施す。地文はＲＬ、ＬＲを交互して施す。

４．５は底部より外反して直線的に伸びる胴部へ移る。横位に並走する浮線文帯を貼付する。

６．底部より外反して開き気味の胴部へ移る。浮線文により離れＸ字文による楕円形文を施すのであろ

う。

７．直線的に外反して開く波状□縁部片である。口唇部下と胴部上半に二本一組で横位に並走する浮線

文帯を廻らす。浮線文上の刻み目は同一方向で施す。地文はＲＬとＬＲを交互する。浮線文帯間の空白

部に大き目な円形刺突文を施す。

８．直立気味な胴部片で渦巻文様等を施す。

９．直立気味に立つ□縁部片で平口縁を呈し、山形小突起を付す。口唇部には細い浮線文を波状文的に

くれらして貼付する。口唇部直下より三本一組の浮線文帯を横位に廻らし、下方に曲線文等を施す。

10.11は同一個体片である。胴部下端に二本一組の浮線文帯を廻らし、胴部下半には横位と縦位の浮線

文で梯子状気味の浮線文帯を貼付し、空白部に爪形文を施す。地文はＬＲである。

12.13も同一個体片である。１２は内湾し、１３は直立気味となり、１２が上方に位置しよう。横位に並走す

る浮線文帯間に離れＸ字文による楕円形文を区画し、空白部に短い横位の浮線文を貼付する。

14．底部よりやや外反して直線的に伸びる胴部下端に二本一組の浮線文帯を貼付し、矢羽根状の刻み目

を施す。上方にはさらに一本で横位に廻る浮線文を貼付して鋸歯状文的に刻み目を施す。

Ｂ群３類Ｆ種（第108図）

1．胴部に陵を設け内湾気味で大きく外反して開き、□縁部を強く屈曲させ、口縁部帯を水平気味とす

る。薄手の浅鉢形土器である。

2．緩やかに内湾を続け、口縁部でやや内湾を強める塊形土器である。口唇部内外面端に斜位の刻み目

を矢羽根状に施し、斜位の浮線文を貼付する。－部剥落する。文様は平行沈線文により曲線文、縦位

文を施し、相対する半円文等を描く。

3．大きく外反して開く胴部下半より直立気味に立ち、上部でやや外反して開き、□縁部帯を水平気味

に屈曲させる。ロ縁部帯には貫通孔を設ける。体部には浮線文により渦巻文等を施す。

ZＯＯ 
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Ⅲ検出した遺構と遺物

4．底部より内湾気味に外反して開き、外反して大きく開く口縁部へ移行する。体部は横位に施された

研磨痕を残す。

5．大きく外反して開く胴部片で、爪形文を伴う平行沈線文により木の葉状入組文を描く。

6．内湾して屈曲する胴部片で、平行沈線文により木の葉状入組文を描く。

7．小型壷形土器である。
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第108図Ｂ群３類Ｆ種
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第109図Ｂ群３類Ｇ種(1)
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第110図Ｂ群３類Ｇ種(2)
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第111図Ｂ群３類Ｇ種(3)

Ｂ群３類Ｇ種（第109～111図１～41）

１．胴部上半に屈曲部を設けて外反して開く□縁部へ移行し、口唇部をやや内傾させる。口唇部には斜

位、縦位の刻み目を施し、ボタン状あるいはカマボコ状の貼付文を付す。屈曲部上面は横位の細い沈

線文を充填し、縦長の棒状文を貼付する。屈曲部は斜位に沈線文を施し、下方には集合沈線文を施し、

棒状、ボタン文を貼付する。

２．３．２９～31は胴部より外反して屈曲部へ移行する。細い沈線文を集合、斜位に施してボタン文、棒

状文等を貼付する。

４～６．８．１１．１２．１６～２０．３０．３２．３４．３５．は胴部片で、細い沈線文で集合、横位に施してボタン

文、棒状文等を貼付する。

７．９．１０．２１．２３～28は□縁部片である。７は口唇部にカマポコ状と棒状気味の粘土紐を交互に貼付

し、口唇内面には刺突を加えたボタン文をカマポコ状文間に貼付する。９の口唇内面には矢羽根状刻

み目を施す。10の口唇部は格子状気味に施文。２８は直線的に外反する口縁部片である。２１は胴部上半

に屈曲部を設けて外反して大きく開く口縁部へ移行する。口唇部は7に似る貼付を施す。

13～15は底部下端片である。１３は外反し、１４，１５は内湾する。

33.横位に施された集合沈線文上にＶ字形の貼付文を付す｡，

36．平行沈線文により斜格子文等を描き、上面にカマポコ状の貼付文を付す。

38～41．所謂、結節浮線文土器で、３８～39は口縁部片。渦巻文等を描く。４０は細い集合沈線文上にくの

字状に結節浮線文を集合させる。４１は渦巻文を描く。

Ｂ群４類（第112図１～４）

１．２は同一個体片の胴部分と考えられる。ハマグリ等の二枚貝による波状貝殻文を施す。浮島Ⅱ式に

比定される。
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Ⅲ検出した遺構と遺物

３．口唇部に縦位の刻みを不規則に連続させ、波状口縁気味に口唇部の一部が傾斜する。胴部の波状貝

殻文は貝殻でなく、かなり細い施文具で充填している。浮島ⅡI式に比定される。

４．小型の二枚貝による波状貝殻文を充填し、その上に平行沈線文を施している。浮島系の所産である。

５．アナグラ属の貝殻の復縁による刺突、平行沈線文を施す。興津Ⅱ式に比定される。

６．波状貝殻文を施した後、平行沈線文を施す胴部片で、興津Ⅱ式に比定される。

７～10は同一個体の口縁部片～胴部片で、単節のＲＬを充填する。外面口唇部端には縦位の刻み目を連

続させ、大目の沈線文を横位に廻らし、その間に鋸歯状文を施す。大木５式に比定されよう。

11.14は同一個体の口縁部片と胴部片で、細かい単節のＬＲを地文とする。□縁は４単位の波状形で、

波頂部外面に小突起を付す｡口唇部下と胴部に斜位の刻み目を部分的に施す｡大木系の所産であろう？

12．細い四条一組の櫛歯状施文具により、沈線文を集合させ、半裁竹管による刺突文等を施している。

13．地文にＲＬとＬＲを羽状縄文的に施した後、波状に粘土紐を貼付する。大木５式に比定されよう。
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第112図Ｂ群４類

Ｂ群Ｃ群底部（第113図）

１～７の内、３を除いて前期諸磯式に比定されると考えられる底部片である。

１．７はＲＬとＬＲの地文を施す。直線的に外反する胴部へ移行する。

2．底部よりやや丸味を呈して立ち上がる。

3．二本潜一本越の網代痕を呈する。後期の所産のものであろう。

4．やや開き気味に外反する。地文はＲＬを施し、５は内湾する胴部へ移行し、地文《はＬＲで施す。

6．直線的に外反する胴部へ移行する。原体は不明である。
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